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第 6報 健康人尿中よりの抗結核菌性ペブタイ ド様物質の単離
辻 周 介, 大 島 駿 作






(第 Ⅰ分画 :両性物質,第Ⅲ分 画 :塩 基 性 物
質,第Ⅲ分画 :酸性物質,第Ⅳ分 画 :中性 物
質)に分画し,第 Ⅰ分画及び第Ⅲ分画に結核菌
発 育 抑 制 能の存することを証明したことは既





る物質を結晶形に単離することに成 功 した の
で,ここにその精製操作を報告 したい｡
第 1 表 イオン交換樹脂による系統的分画方法
原 料 】
少量の活性炭による処理















































て溶出を行った｡各洗源液及び溶 出液 を 夫々減圧下


























各試験管に就て Beckman式分光光度計 (島津 製



















































































Ⅰ分画 と比較 して約 4倍の上昇が認められた｡
以上の如き実験成績に韮き逐次作成 したメタノ






























溶出液 :1.5N 塩酸 2400cc+4･ON_魔 酸 600cc







第 2 図 分画Aのペーパークロマ トグラフィ
ーの成績可能なことを示 していた｡従って甚だ
煩雑ではあったが,我 々はフラクシ ョンコレク







この様にして採焦 した抗 結核菌性'jjt帖 ま第 1
図に示す如 くA,B,D及びEの 4分両であっ
た｡抗菌性分画A,B及びEは比較的活性が高










物質を探索 した｡その結果第 2図に示す如 く,
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実験方法の項に記載 した如く単 離 実 験 を行っ
た｡実験成績は第 3図に示す如 くRfO.6附近よ
り抗結核菌性を有する結晶性物質の分離に成功

































































































フ ェノール水 >第5図 Fr.Bのペーパー展開,抽出より得られた抗菌性物質の
水解後二次元ペーパークロマ トグラフィーoo･1 0･2 0･3
† 04 05 0･6 0･7 0･8 0
･9 1･07･






























離 した 3種類の物質 (A,B及びE)がそのま
まの形で人尿に存在 していたのであ ろ うか と
いう点である｡或は複雑な精製操作 過 程 に 於
て,より高分子のペブタイ ドの部分 的 加 水 分
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